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ガバナー補佐期末訪問
� 静岡第2グループガバナー補佐　　太田　義隆様

１．例会変更のお知らせ
沼 津 西…4月28日（木）は祝日週休会

實石君…太田ガバナー補佐、補佐事務局榮賀さん、期
末訪問ありがとうございます。残りわずかですが、引き続
きよろしくお願いします。
大友君…太田ガバナー補佐、榮賀さん、本日はよろしく
お願いいたします。
髙原君…先週のイニシエーションスピーチには眼鏡を忘
れ狼狽えてしまい失礼しました。
恒吉君…先週の例会は無断欠席でお手数かけてしまい
ました。東京から娘たちが来ていてバタバタとして失念し
てしまいました。

　期首訪問ではＳＲＦ（ロータリー未来計画）について
卓話をさせていただきました。今回はＤＥＩ（多様性、公
平性、包摂性）について卓話をさせていただきます。
　ＤＥＩとはＤ＝Diversity：多様性　Ｅ＝Equity：公
平性　Ｉ＝Inclusion：包摂性の頭文字であります。そも
そもＤＥＩの前にＤ＆Ｉ（Diversity＆Inclusion）という
大手企業の経営戦略の一つとして生まれた概念がありま
した。Ｄ＆Ｉでは簡単に言いますと、「多様性を重視し
つつ、お互いを認め合い、良いところを活かしていこう」
という意味になります。しかしながらＤ＆Ｉの足りないと
ころは、個人差をきちんと考慮して、それぞれに見合っ
たリソースの配分をする＝Equity（公平性）であります。そ
こでＤ＆Ｉの次に生まれた概念がＤＥＩとなります。
　また、Equity（公平性）はしばしば Equality（平等性）
と間違えられますが、Equalityは全てのものに同様な物
事を供与することであり、Equityは個人に見合った物事
を供与することであります。
　ＤＥＩの難しさには「無意識のバイアス」があり、私た
ちには認識していない感情、印象、思い込み、恐怖心が
あることに注意しなければなりません。
　ロータリーにおけるＤＥＩの成り立ちは、2019年にＤ
ＥＩに関する声明が理事会より発せられ、2021年にはＤ
ＥＩの行動規範が理事会で承認されました。
　ＤＥＩの行動規範は、
◦他者を尊重する言葉を使う
◦サポートを示す
◦温かく迎え入れるインクルーシブな環境を助長する
◦多様性を重んじる
であります。今後のロータリーとＤＥＩの取り組みは、こ
の行動規範を理解、順守することを念頭に入れ活動計画
や活動の実施に取り組まなければなりません。

　10 月に前会長幹事の慰労会が実施できたものの翌月
からは実質的に例会ができない状態となりました。オン
ライン特別例会は会長幹事の努力により時々行われたも
のの、皆様に直接会う機会もかなり減少しました。3月
末から再開しましたが、会わない期間が長すぎて、その
周期に慣れてしまう、フリーズしてしまう心配もあります。
早く通常の形で、元気な皆さんにお会いできる日常にな
るよう、残り2か月が楽しい例会になるよう祈念します。
出　席　コロナ禍が続く中、皆様が気分よく出席受付で
きるよう挨拶や声掛けなど積極的に行っております。検温
チェックは留学生のマドマン・ソピダ君にも手伝ってもら
いながら、和気藹 と々した雰囲気の中で例会に参加いた
だけるように心掛けております。今後も続けていきたいと
考えていますのでご協力のほどお願い申し上げます。
親　睦　例会時には委員会メンバーが早めに集合し、明
るい受付やゲストのアテンドなどに心を砕きました。10月
に前会長・幹事の慰労会を実施できたものの、忘年家族
会や記念すべき 70 周年事業も中止となり積極的な関わ
りの機会が失われました。パンデミックなどの緊急事態
時に、どのように会員相互が親睦を図りＲに心を繋ぎ止
める活動を提案できるのかが委員会の大きな課題です。
会　報　本年度も残念ながらコロナ禍のために十分な
会としての活動ができず、会報として紙面上に詳しい情
報が伝えられなかったと思います。それでも紙面上の制
限がありますが、できる限り写真などを通して会報として
の紙面づくりをしていきたいと思います。
プログラム　コロナ禍による休会期間が不定期に到来
するため、外部卓話をセッティングしづらい状況が続きま
したが、何とか外部卓話を4回（市長年頭ご挨拶含む）開
催できました。一方で、会員による職業卓話は、1回も開
催しないまま年度末を迎えそうですので、次年度のため
に残しておこうと考えております。残り2か月半、充実し
た例会を開催できるよう努力していきたいと思います。

紙面の都合により、一部を要約して掲載しました。
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　春特有の不安定な空模様の下でしたが、皆さん張り切
って久しぶりの親睦ゴルフコンペを楽しみました。優勝は
吉野君、2位 今田君、3位 森藤君でした。参加された
皆様お疲れさまでした。
参加者　吉野君、今田君、森藤君、渡邉（真）君、石川
君、實石君、三好君、恒吉君、渡邉（秀）君、大友君、
塚本君、小林君、森藤真以様、大沼正敏様、築地敏様
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会長挨拶� 会　長　實石　　学

欠席者（8名）
今田君、小林君、大石（顕）君、大村君、
寺田君、海野君、山本君、横溝君
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5月13日（金）
　地区研修・協議会報告①
� 渡邉（秀）君、大友君、大石（昭）君、白壁君、大石（顕）君

配偶者誕生日　　上田　郁子様（貴彦君）
結婚記念日　　實石　　学君

5月20日（金）
　地区研修・協議会報告②
� 太田君、野口君、東君、海野君
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　皆さんこんにちは、本日は公益財団法人“米山梅吉記念館”
理事長、松村友吉ＰＧにお越しいただきました。後ほど卓話
をいただきますのでよろしくお願いいたします。
　米山記念館やロータリーの奉仕の基本的な行為に寄付が
あります。今日は、この寄付の行為の心理などについて、少し
お話をさせていただきます。まず寄付をする理由ですが、ロ
ータリーのように社会貢献のために寄付をするとか、先日の沼
津Ｊ3サッカーチームの愛鷹競技場の照明設備改修のための、
クラウドファンディングのように団体やプロジェクトを応援する
ために寄付をする、またウクライナへの救援基金等の助け合
いが大事だと思うから寄付をするや、感謝の気持ちを伝える
ために寄付する、過去の恩を返すために寄付をする、余った
お金を寄付する等々、いろいろな理由があると思います。次に
このような理由がある人が、実際に寄付をするまでには、どの
ような心理があるのでしょうか。それには条件があり、その心
理を満たすと「支援」「寄付」という行為になるとのことで、そ
れは、“共感”納得“信頼”の3つで、社会の課題について「かわ
いそうだなあ」とか、あるいは活動について「いいなあ」と共感
してもらい、そこから、その団体の活動の内容について「なる
ほど」と納得してもらい、そして「信じて託す」ことで、寄付とい
う行動になるという考え方です。即ち、社会で起こっているこ
とや、抱えている課題等を具体的な写真や動画等で可視化し
て伝え、共感してもらい、そのような課題に対して私たちはこ
ういう活動をしていますと解決策を提示して納得してもらい、
過去の事業報告や団体の内容を情報公開し、また、本当に
できるの？�といった疑念に対し、活動報告をしっかり示し、信
頼をいただく。この考えを理解し働きかければ寄付行為が行
われるということになります。現在、ロータリーの寄付は、ポ
リオ撲滅やＲ財団、奨学金制度等、この3要素がしっかりとで
きておりたくさんの寄付を集めていますが、これから新しい寄
付等を募る時の参考にと思い、今日はこの話をさせていただ
きました。記念館の寄付もこれを踏まえていけばうまくいくか
となぁと安易に考えておりますが、如何でしょうか。最後に皆
様、ぜひ、米山記念館に寄付をお願いいたします。
ゲスト �松村　友吉様（米山梅吉記念館 理事長）

米山記念奨学生 �マドマン・ソピダ君
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ポール・ハリスと米山梅吉
　　米山梅吉記念館　理事長

　　松村　友吉様

卓 話

１．次年度事業計画書原稿提出のお願い
２ ．ウクライナ災害救援金41,000円を地区へ送金
　ご協力ありがとうございました

4月合計　43,000円
細澤君…松村理事長、本日はよろしくお願いいたします。
石川君…3年ぶりのゴルフ楽しくできました。三好さんと
大友君にお世話になりました。
實石君…松村理事長、本日はありがとうございます。卓
話もよろしくお願いします。
三好君…約 2年ぶりのゴルフコンペへのご参加ありがと
うございました。やはりゴルフは楽しいですね。次は9月
頃を予定しますのでよろしくお願いいたします。
大石（昭）君…亡き父の葬儀の折心遣いありがとうござ
いました。無事に葬儀を終えることができました。
大友君…松村米山梅吉記念館理事長本日はよろしくお
願いいたします。
積君…松村さんよく当クラブにおいでくださいました。お
話を楽しみにしています。
山口君…松村理事長卓話を快諾いただきありがとうご
ざいました。

◆第11回定例理事会
　2022.4.22（金）13：35～　出席者13名

【報告事項】
１．クラブ細則変更撤回の件
⇒�清次期会長：次年度までに決定が間に合わないので、
今回は細則変更せず、次年度は12回のうち6回は最終
週例会を行わない形とします。
２．5/22（日）地区大会第2日目クラブバス手配の件
⇒�会長幹事は前泊のため、副会長幹事による引率（19
名）集合時間等詳細は調整中　⇒副幹事、仕事の都
合で欠席のため、副会長による引率　⇒渡邊（洋）：
コロナ禍の感染状況により変更等あり得るのですか？
大友幹事：連休明けには判断が出るかと思います。

【議事】
１．5月例会プログラムの件　承認

5月6日 祝日休会
5月13日 地区研修・協議会報告①

� 渡邉（秀）君、大友君、大石（昭）君、
� 白壁君、大石（顕）君　　　　　 　

5月20日 地区研修・協議会報告②
� 太田君、野口君、東君、海野君

5月27日 地区大会報告� 清副会長、大友幹事
6月3日 Ｒ親睦活動月間担当例会

� 親睦活動委員会委員長

２ ．5/1（日）三島ＲＣ創立65周年記念例会祝儀（20,000
円）の件　⇒實石会長：三島ＲＣの会長から直接ご
連絡をいただきました。承認

３ ．小林敏彦君退会の件　⇒大友幹事：静岡支店へ転
出のため退会となります。承認

４ ．新会員候補者（小林君後任者）　⇒後任者のため

　先ほどは貴重なご寄付をいただき、ありがとうござい
ます。館の運営に大事に使わせていただきます。昨年9月
に積前理事長から理事長職を引き継ぎましたが、これか
らますます「全国のＲ活動のシンボル」となるよう広報に
努め、安定した館運営ができるように頑張ってまいりま
す。引き続きご支援をよろしくお願い申し上げます。現在、
沼津ＲＣからは、細澤常務理事、山口理事、實石事務局
次長、渡辺運営委員にご出向いただき、大変なご努力で
館を支えていただいております。重ねて感謝申し上げます。
　本題の「ポール・ハリスと米山梅吉」の話に入ります。

１．二人の共通点
　二人は、ＲＣの創始者であるということが、最も共通

理事会だより理事会だより

していることですが、それ以外に3つの共通点を挙げま
した。1つは全くの同時代人であること、2つ目は若き日の
強烈な成長意欲「青雲の志」が共通していること、更に3
つ目は家庭における不幸ともいえるつらい出来事を経験
されていること、です。素晴らしい人生を歩まれ、多くの
人々に多大な貢献をされたお二人に、私たちはまだまだ
多くのことを学ぶ必要があると思います。
２．Ｒの理念
　最近のＲは少し理念についての議論が少ないように思
います。突き詰めれば、Ｒの理念は定款の「Ｒの目的」に
ある「奉仕の理念」がそれにあたりますが、それだけでは
ない、もっと広い外向きの分かり易い理念が付随すると
いいと思っています。それは、恐らく、ポール・ハリスや
米山梅吉の生き様に現れた彼らの精神に求めることが
できると思います。
３．これからのＲ
　現在Ｒは大きく変わろうとしています。それは、組織
改革と若返りによる再活性化に眼目があるように思いま
す。それは必要なことかもしれませんが、これまでのＲ
活動の伝統や財産も一方で大事にしながら、一番身近
な私たちのクラブを大切にしていってほしいと思います。
紙面の都合により、一部を要約して掲載しました。

諾否お伺い無し　スポンサーは会員維持増強常任委
員長・会員増強委員長　承認

５ ．志下海岸清掃参加要請の件　⇒影島沼津北ＲＣ
会長より提起。千本をよくする会と同日同時間ですが
場所が離れているため志下海岸清掃には参加せず、
千本清掃を行う。否認

６ ．杉山哲男君退会の件　⇒大友幹事：6/30付けで退
会の申し入れがありました。承認

７．その他

　沼津ＲＣ70周年記念事業として、米山梅吉記念
館へ寄付金を贈呈しました。その後、米山梅吉記念
館理事長の松村様より卓話をいただきました。




